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（１） 第214号 令和２年（2020年）６月１日発行お お の 社 協 だ よ り

この社協だよりは赤い羽根共同募金の
配分金を活用して発行しています。

　

下
庄
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
（
山
田
太
郎
会
長
）

は
、
４
月
11
日
（
土
）
に

世
代
間
交
流
を
目
的
と
し

て
「
下
庄
っ
子
農
園
」
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
芋
植
え

を
行
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
児
童
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地

区
社
協
の
理
事
と
評
議
員

13
名
で
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
５
月
下
旬
に

は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

を
し
、
６
月
に
は
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
、
９
月
に
は
サ
ツ

マ
イ
モ
を
収
穫
し
ま
す
。

　

穫
り
入
れ
は
、
下
庄
地

区
の
親
子
（
参
加
者
募
集

中
）と
地
区
社
協
の
理
事
、

評
議
員
が
一
緒
に
行
い
、

12
月
に
は
そ
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ

た
料
理
教
室
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
事
は
毎
年

好
評
で
、
参
加
者
の
皆
さ

ま
は
楽
し
み
に
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

３月31日発行第213号でお知らせしま
した、６月６日（土）の福祉ふれあいま
つりは中止します。

収穫
を楽しみに！



　

大
野
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
、

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
実

施
し
て
い
ま
す
「
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
と
「
お
出
か
け
ほ
っ
と
サ

ロ
ン
事
業
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状
況

新型コロナウイルス感染拡大の影響による
休業や失業で生活資金でお困りの方へ
　福井県社会福祉協議会では、このたび、新型コロナ
ウイルス感染症拡大等の影響により収入減少があった
世帯に対し、生活福祉資金貸付制度にかかる特例貸付
を実施しています（通常の一部条件を緩和）。
※本制度は返済の必要がある貸付であり、給付ではご
ざいませんのでご注意ください。

　申込み先は大野市社会福祉協議会で、新型コロナウ
イルス感染予防の観点から、郵送にて受付します。
　申込みに際して必要な書類は、【福井県社会福祉協議
会ホームページ】からダウンロードしてください。

・対象者
　新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により
収入の減少があり、緊急かつ一時的な生計維持のた
めの貸付を必要とする世帯
・貸付上限額
　20万円以内
・必要書類
　（１）借入申し入れ書　　（２）借用書
　（３）重要事項説明書　　（４）収入減少の申立書
　※以上４点の書類は、福井県社会福祉協議会ホーム

ページよりダウンロード
　（５）住民票謄本（世帯全員分）※印鑑証明書は不要
　（６）本人の身分証明書の写し
　　　（運転免許証、健康保険証等）
　（７）通帳のコピー
・据置期間
　１年以内
・貸付利子・保証人
　無利子・不要
・問い合わせ先
　大野市社会福祉協議会　６５―８７７３
・その他
　申し入れから振り込みまで２週間程度かかります

を
踏
ま
え
休
止
し
て
い
ま
し
た

が
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、「
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
配
食
サ

ー
ビ
ス
」
は
６
月
か
ら
、「
お
出

か
け
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」
は
７
月

か
ら
再
開
い
た
し
ま
す
。

（２）第214号令和２年（2020年）６月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

　令和２年度の第35回福祉ふれあいまつりは関係者や関係団体のご協力を得て６月６日
（土）に開催する予定をしていましたが、今般の新型コロナウイルスの感染拡大に鑑み、参
加される市民の皆さんや運営をお願いする多くのボランティアの方々の健康と安全を第一
に考え、中止させていただきます。

第35回福祉ふれあいまつりは中止します

「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
は
６
月
か
ら
、

「
お
出
か
け
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」
は
７
月
か
ら
再
開
し
ま
す

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
ま
だ
終
息
に
は

至
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
事
業
の
実
施
に
は
、
最

善
の
感
染
防
止
対
策
を
行
っ
て

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。



　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

大
野
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
、

陽
明
中
学
校
区
及
び
和
泉
中
学

校
区
に
お
い
て
、
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
要
援
護
高
齢
者
や
そ

の
家
族
に
対
し
、
在
宅
介
護
な

ど
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
に

応
じ
、
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を

行
い
、
要
援
護
高
齢
者
と
家
族

な
ど
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
在
宅
介
護
支
援
セ

　

大
野
市
社
会
福

祉
協
議
会
は
、
認

知
症
な
ど
で
判
断

能
力
が
低
下
し
て

い
る
高
齢
の
方
や
、

知
的
障
害
や
精
神

障
害
な
ど
の
あ
る

方
で
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
契
約

や
日
常
的
な
金
銭

管
理
な
ど
の
支
援

を
必
要
と
さ
れ
る

方
に
、
成
年
後
見

制
度
の
利
用
に
向

け
た
相
談
や
支
援
、

日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
（
福
祉
サ

ー
ビ
ス
利
用
援
助

事
業
）
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
た
め
、

生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
「
結

は
あ
と
」
を
設
置
し
て
、
安
心

し
て
地
域
で
生
活
が
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
ま
す
。

〇
権
利
擁
護
・
成
年
後
見
サ
ポ

　
ー
ト
事
業

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知

症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な

ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る

能
力
が
十
分
で
な
い
方
に
つ
い

て
、
本
人
の
権
利
を
守
る
援
助

者
（
成
年
後
見
人
等
）
を
選
ぶ

こ
と
で
、
本
人
を
法
律
的
に
支

援
す
る
制
度
で
す
。

　

権
利
擁
護
・
成
年
後
見
サ
ポ

ー
ト
事
業
で
は
、
こ
の
成
年
後

見
制
度
の
利
用
に
向
け
た
相
談

な
ど
の
業
務
を
行
い
、
本
人
の

権
利
を
擁
護
し
ま
す
。

〇
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
）

　

認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神

障
害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
契

約
や
金
銭
の
管
理
な
ど
に
不
安

を
抱
え
る
方
を
対
象
に
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
や
日
常

的
な
金
銭
管
理
な
ど
生
活
の
安

心
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

〇
法
人
後
見
事
業

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
必

要
な
方
が
経
済
的
な
理
由
な
ど

に
よ
り
成
年
後
見
人
等
が
見
つ

か
ら
な
い
よ
う
な
と
き
に
、
大

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
法
人

と
し
て
成
年
後
見
人
等
を
受
任

し
、
安
心
し
て
そ
の
人
ら
し
い

生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

　

令
和
元
年
度
の
実
績
は
、
相

談
件
数
33
件
（
認
知
症
高
齢
者

11
件
、
知
的
障
害
者
７
件
、
精

神
障
害
者
５
件
、そ
の
他
10
件
）

で
、
受
任
件
数
は
２
件
あ
り
、

随
時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
に
関

す
る
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン

タ
ー
「
結
は
あ
と
」
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
な
ど
に
関
す
る
相
談
は

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
陽
明
中
学
校
区
）

　
　

６
５
―
８
７
７
３

　
（
和
泉
中
学
校
区
）

　
　

７
８
―
２
９
０
０

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

６
５
―
８
７
７
４

高齢者の介護のこと等
ご相談ください

（３） 第214号 令和２年（2020年）６月１日発行お お の 社 協 だ よ り

生活あんしんセンター
大野市社会福祉協議会

生活あんしんセンター
大野市社会福祉協議会

生活あんしんセンター
大野市社会福祉協議会

生活あんしんセンター
大野市社会福祉協議会

社会福祉法人  大野市社会福祉協議会

大野市社会福祉協議会
生活あんしんセンター「結はあと」
〒912-0084 福井県大野市天神町１－19
多田記念大野有終会館（結とぴあ）内
TEL（0779）65－8773  FAX（0779）66－0294

自分では福祉サービスの利用契約や

日常的な金銭管理などに

不安のある高齢の方や障害のある方の

財産や権利を守り、

安心して地域で日常生活を

送ることができるよう支援します。

自分では福祉サービスの利用契約や

日常的な金銭管理などに

不安のある高齢の方や障害のある方の

財産や権利を守り、

安心して地域で日常生活を

送ることができるよう支援します。

こんなときには生活あんしんセンター「結はあと」に
ご相談ください。
● 日常的な金銭管理に不安がある
● 計画的にお金を使いたいけれど、
　 いつも迷ってしまう

● 通帳などの大切な書類や実印を
　 どこにしまったか忘れてしまう
● 認知症のおばあちゃんを悪徳訪
　 問販売員から守りたい

● 今は元気でも将来のことが心配で
　 ある
● 知的障害を持つわが子のために、
　 私たちが亡くなった後も子どもの
　 生活や財産を守りたい

● 福祉サービスを利用したいけど、
　 手続きの仕方がわからない
● 役所などから書類がたくさん
　 来るけど、どう手続きしたらいい
　 のかわからない

相談に関する秘密は固く守られます。相談は無料です。

お気軽に

大野市社会福祉協議会
生活あんしんセンター「結はあと」

生活あんしんセンター「結はあと」が
開設１年を迎えました



（４）第214号令和２年（2020年）６月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

令和２年度

　人口減少社会を迎え、孤立や貧困の問題が深
刻化し、自然災害が頻発する中、国は、様々な
生活・福祉課題を抱えながらも、すべての人が
住み慣れた地域で自分らしく暮らしていくため
に、身近な圏域において、地域住民が互いに支
え合いながら地域をともにつくる「地域共生社
会」の実現をめざして、「我が事・丸ごと」をキ
ーワードに地域福祉の取り組みを進めるとして
います。
　このような流れのもと、本年度は、本協議会
の活動指針とする「第四次地域福祉活動計画」
が最終年度を迎えるため、これまでの理念を継
承する第五次の地域福祉活動計画の策定を行う
こととし、地域住民や行政、関係機関・団体と

１　法人運営と地域福祉活動計画の策定
　　　○第四次地域福祉活動計画の最終評価と検証を行い、第五次地域福祉活動計画を策定します。
　　　○大規模災害の発生に備え、岐阜県郡上市社協と災害ボランティアセンター相互応援協定を締
　　　　結し、災害時のボランティア活動に万全を期します。

２　地域で支え合いと助け合いの地域福祉活動の推進
　　　○福祉委員の改選により本年度が任期１年目の年度となることから、福祉委員の育成や活動の
　　　　支援に努めていきます。
　　　○シンポジウム「まるっと大野　かんがえよう」を開催し、地域住民による支え合い・助け合
　　　　い活動者や理解者を増やし、思いやりと優しさで共に支え合うまちづくりに努めます。

３　権利擁護や生活支援サービスの充実
　　　○昨年度スタートした法人後見事業をより市民に理解していただくために、広報啓発活動の強
　　　　化に努め、地域での安心と安全の支え合いの基盤づくりを推進します。

４　安定的な介護保険事業等の運営による財源の確保
　　　○介護保険事業等の運営にあたっては、利用者本位のサービス提供と採算性の確保に努力し地
　　　　域福祉事業の財源づくりに努めます。

　去る、３月27日、大野有終会館「結とぴあ」において大野市社会福祉協議会の評議員会が開催さ
れ、本年度の事業計画及び予算が決まりました。以下、概要をお知らせします。

の連携と協働をより強化し、「地域の福祉力」が
確立されるよう次のところに力点を置いて地域
福祉の推進に取り組みます。
　地域福祉事業については、「地域共生社会」の
実現に向けて、身近な地域での支え合い・助け
合い活動を推進するほか、市民一人ひとりがそ
の人らしく安心して生活することができるよう、
生活あんしんセンター「結はあと」による適切
な権利擁護の推進に努めていきます。
　介護保険事業等においては、利用者の権利と
人格を尊重し、本人の自立支援に資する質の高
い介護サービスを提供します。また事業関係者
と連携を密にし、新規利用者の増加を図ります。

大野市社会福祉協議会事　業　計　画

基 本 方 針

基 本 理 念

結の心でつながる　福祉のまち

重 点 目 標



（５） 第214号 令和２年（2020年）６月１日発行お お の 社 協 だ よ り

収　支　予　算

収　入
296,647

会費　6,500

経常経費
補助金収入
28,848

受託金
37,463

拠点区分間
繰入金収入
39,313

介護保険事業収入
131,292

負担金収入
1,358

寄附金　2,000

障害福祉
サービス等
事業収入
44,665

県社協受託金
4,183

受取利息
配分金収入
10

事業収入
1,188

収　入
217,778

会費　6,757

市補助金
31,844

経理区分間繰入金
収入 25,929

積立預金取崩収入
6,669

介護保険収入
74,187

負担金収入
2,194

寄附金　2,500

共同募金
配分金 6,211

自立支援費等
収入 16,660

雑収入
395

貸付事業収入 205

受取利息配分金
収入 100

積立資産取崩
収入等　2,427

貸付事業
収入 235

その他の
収入 1,348

その他の活動による
収入 6,415

（単位：千円）

（千円）

（千円）

　

社
協
会
費
や
共
同
募
金
等
の
民
間

財
源
に
つ
い
て
は
、
地
域
福
祉
推
進

の
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て

お
り
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
財
源
と
し
て

は
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

所
属
団
体
の
役
員
交
代
な

ど
に
よ
り
一
部
理
事
が
交
代

さ
れ
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　

※
が
新
役
員

　【
会
長
】

　

齊
藤　

康
文

　【
副
会
長
】

　

南
部　

和
男

※
宮
下　
　

隆

　【
理
事
】

※
門
前　

善
美　
　

　

澤
本　

和
博

※
羽
生
三
千
代　
　

　

清
水　

武
正

　

松
田　

博
子　
　

　

藤
堂　

朱
実

　

石
塚　

淳
子　
　

　

坂
本　

次
義

　

畑
中　

正
頼　
　

　

坪
内　

和
夫

　

坂
井
八
千
代　
　

　【
監
事
】

　

松
原　

喜
憲　
　

　

林　
　

幹
雄

　

大
野
市
共
同
募
金
委
員
会

の
運
営
委
員
及
び
監
事
が
改

選
さ
れ
、
新
し
い
体
制
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日

ま
で
で
す
。

　【
会
長
】

南
部　

和
男

　【
副
会
長
】

澤
本　

和
博　

藤
堂　

朱
実

　【
運
営
委
員
】

大
谷　

誠
治　

大
葭
原
義
信

嶋
田　

博
之　

畑
中　

秀
康

羽
生　

孝
友　

小
林　

正
一

竹
田　
　

淳　

長
﨑　

吉
久

萩
原　

勢
子　

田
中　

眞
次

黒
田　

裁
博　

岡
﨑　

忠
男

三
嶋　

利
昭　

松
田　

信
子

梅
澤　

伴
子

　【
監
事
】

松
原　

喜
憲　

林　
　

幹
雄

役
員
一
部
変
更
に

つ
い
て

大
野
市
共
同
募
金
委
員
会

役
員
改
選
に
つ
い
て

支　出
296,647 人件費

182,568
事業費
58,821

事務費
2,439

設備資金借入金
元金償還支出
2,496

助成金支出
4,474
貸付事業
支出 300

その他の活動による
支出 2,289

拠点区分間
繰入金支出
39,313

支　出
217,778 人件費

123,815

事務費
3,898

事業費
56,576

共同募金配分金
5,631

助成金支出
5,136

貸付事業等
300

借入金利息支出 263
経理区分間繰入金支出
22,139

負担金支出
20

積立資産支出
2,395

負担金
支出 0

ファイナンスリース
債務の返済支出 1,103

支払利息
支出 49

固定資産取得支出
400
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大野市障害者社会参加支援事業
 

[申込み・問い合わせ先] 

大野市社会福祉協議会
 

 

大野市天神町1-19結とぴあ内　TEL：65－8773 

点訳とは、私たちが目で見ている文字を点字に直し、
視覚障がい者へ情報を伝えていく活動です。 

養成講座 受講生募集 

: ）

[申込み・問い合わせ先] 

大野市社会福祉協議会  
大野市天神町1-19結とぴあ内　

TEL：65－8773 
 

点訳ボランティア

　

在
宅
の
障
害
者
が
使
用
す
る

紙
お
む
つ
を
、
一
人
１
か
月
当

た
り
90
枚
を
限
度
に
、
費
用
の

半
分
を
助
成
し
ま
す
。

〇
対
象
者

　
（
１
）
身
体
障
害
者
手
帳
の
等

級
が
１
級
ま
た
は
２
級
程
度
の

方
　
（
２
）
療
育
手
帳
に
表
示
さ
れ

た
障
害
の
程
度
が
Ａ
程
度
の
方

　

申
請
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

６
５
―
８
７
７
３

〇
助
成
対
象

　

行
政
区
が
管
理
し
て
い
る
児

童
遊
具
の
修
繕
に
要
す
る
経
費

で
、行
政
区
が
負
担
す
る
も
の
。

※
大
野
市
が
設
置
し
た
遊
具
は

対
象
外
で
す
。

〇
助
成
額

　

修
繕
に
要
す
る
２
分
の
１
の

額
ま
た
は
３
０
，
０
０
０
円
の

い
ず
れ
か
少
な
い
額

※
た
だ
し
、
一
度
こ
の
助
成
を

受
け
た
場
合
は
、
そ
の
助
成
を

受
け
た
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て

３
年
間
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
。

〇
申
込
締
切

　

令
和
２
年
６
月
30
日
（
火
）

〇
お
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

６
５
―
８
７
７
３

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

車
い
す
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
通
院
や

旅
行
な
ど
の
外
出
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

事
前
に
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

６
５
―
８
７
７
３
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歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
金
を
活
用
し
た

事
業
を
紹
介
し
ま
す

児
童
遊
具
の
修
繕
費
を

助
成
し
ま
す

紙
オ
ム
ツ
の
費
用
を

半
分
助
成
し
ま
す

　

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

陽
明
中
学
校　

１
，
８
９
３
円

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

車
い
す
を

　
貸
し
出
し
ま
す
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大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
本

年
４
月
か
ら
３
年
間
、
新
し
い
福
祉

委
員
２
１
４
人
の
方
々
を
委
嘱
し
、

地
域
の
福
祉
活
動
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

福
祉
委
員
の
主
な
役
割
は
、
集
落

や
町
内
に
お
け
る
福
祉
の
推
進
と
見

守
り
活
動
で
す
。
例
え
ば
、
区
域
内

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
障
害
者
等

の
要
支
援
者
宅
で
、
郵
便
物
が
入
っ

た
ま
ま
や
雨
戸
が
閉
ま
っ
た
ま
ま
な

ど
様
子
が
い
つ
も
と
お
か
し
い
時
に
、

区
長
、
民
生
児
童
委
員
な
ど
に
連
絡

し
、
一
緒
に
安
否
確
認
な
ど
を
し
て

い
た
だ
く
活
動
で
す
。

　

一
人
暮
ら
し
・
二
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
宅
や
障
害
者
宅
な
ど
の
訪
問
、

日
頃
の
さ
り
げ
な
い
気
配
り
の
中
で

小
さ
な
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
気
づ
い

て
あ
げ
る
な
ど
見
守
り
活
動
を
続
け

る
こ
と
が
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

や
障
害
者
世
帯
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス

や
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
な
ど
大
野
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
進
め
る
活
動
に
も
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
地
域
の
福
祉
委
員
の
方

々
で
す
。

大　野　地　区
春日一丁目上 谷　口　きよみ
春日一丁目中 山　口　邦　夫
春日一丁目下 石　塚　貴代美
春日二丁目東 長谷川　佳　子
春日二丁目西 穴　田　幸　夫
春日三丁目上 森　川　茂　二
春日三丁目中 岡　崎　幸　枝
春日三丁目下 多　田　良　恵
若杉町 岸　名　ひとみ
上篠座１区 松　浦　公　子
上篠座２区 大　藤　通　代
国時町 桜　川　昭　文
高砂町１区 玉　木　由美子
高砂町２区 高　村　幸　志
高砂町３区 吉　田　一　子
高砂町４区 中　川　芳　典
高砂町５区 北　川　あさみ
天神町 山　口　みさ子
糸魚町 尾　野　昭　夫
篠座町 小　林　信　子
春日野 野　尻　　　剛
春日野 山　田　拓　郎
春日野 橋　北　久　子
幸町 古　川　洋　一
弥生町１区 印　牧　教　子
弥生町２区 村　上　隆　子
有明町 金　岡　慶　子
月美町 渡　邊　慎　治
美川町１区 荒　田　義　幸
美川町２区 古　山　喜美子
清和町 幅　口　公　廣
美里町 橋　本　治　隆
吉野町 木　下　左知子
日吉町１区 松　下　幸　子
日吉町２区 戸　松　亜紀子
日吉町３区 伊　藤　智　子
日吉町４区 桑　森　とみ子
日吉町５区 森　下　佳代子
日吉町６区 井　尾　のり子
明倫町１区 吉　田　英　子
明倫町２区 石　原　里　美
明倫町３区 遠　藤　順　子
明倫町４区 酒　井　涼　子
明倫町５区 笹　嶋　浩　子
泉町１区 廣　瀬　敏　夫
泉町２区 大　宮　啓　子
泉町３区 田　中　隆　世
城町１区 嶋　田　ノリ子
城町２区 佐々木　洋　子
城町３区 大　暮　正　美
清瀧 村　中　美津子
清瀧 西　川　千鶴代
水落町１区 松　下　涼　子
水落町２区 前　田　喜代美
本町１上区 玉　村　和　代

富　田　地　区
木落 宮　崎　あや子
蕨生 帰　山　良　子
蕨生 廣　瀬　章　子
蕨生 宮　村　幸　子
蕨生 森　下　惠美子
七板 細　川　節　子
土打 辻　　　優美子
上野 水　上　かよ子
富嶋 光　澤　郁　子
新田 椙　田　美　枝
森目 松　田　博　子
土布子 田　中　初　美
下麻生嶋 牧　野　紀　子
川上 阪　井　幸　人
田野 堂　下　若　栄
井ノ口 高　石　益　恵
塚原 上　村　則　子
新塚原 齊　藤　清　美
富塚 中　兼　富　恵
新河原 松　田　洋　子
下唯野 松　田　治　美

阪　谷　地　区
伏石 玉　木　美奈子
柿ヶ嶋 山　村　和　美
八町 久　保　恵　子
森本 中　谷　節　子
松丸 多　田　直　子
萩ヶ野 石　塚　洋　子
花房 中　尾　裕　子
不動堂 林　　　くるみ
石谷 加　藤　泰　子
大月 横　田　美津枝
御領 伊　藤　美　幸
橋爪 大　石　美弥子
蓑道 中　道　昭　代
落合 清　水　清　美
堂嶋 長谷川　みゆき
金山 森　　　千代美
小黒見 原　　　ちえ子
六呂師 小　林　さなえ

五　箇　地　区
下打波 加　藤　成　子
上打波 澤　本　和　博
東勝原 原　　　幸　夫
西勝原 近　藤　郁　恵

和　泉　地　区
後野 米　倉　治　一
貝皿 久保田　真由美
ぶなの木台 山　村　純　子
川合 櫻　川　豊　明
朝日 巣　守　　　愛
板倉 上　田　隆　澄
角野 藤　原　明　子
下山 山　　　雄　三
上大納 吉　本　征一郎

～
ご
存
知
で
す
か
？

　
あ
な
た
の
集
落
・
町
内
の

　
福
祉
委
員
さ
ん
～

令
和
２
年
度

福
祉
委
員
決
ま
る

（順不同・敬称略）
尾永見 中　村　美智代
坂戸 北　山　幸　子
花山 土　本　明　美
下丁 奥　村　律　子
中丁 南　部　真　澄
上丁 佐々木　征　子
犬山 蒲　田　桂　子

小　山　地　区
下舌 斉　藤　里　美
阿難祖地頭方 篠　原　朝　子
阿難祖領家 松　田　恵美子
上黒谷 黒　田　哲　教
下黒谷 吉　田　茂　範
上荒井 江　波　庄　進
深井 松　田　　　勝
飯降 木　下　吉　一
鍬掛 清　水　　　弘
右近次郎 松　田　美英子
新庄 山　崎　はる美
下舌下１ 広　瀬　正　行
千歳 是　島　麻佐子
南春日野 奥　島　美　晴
上舌 山　本　ひで子

上　庄　地　区
大西出 長谷川　栄　司
中西出 篠　田　守　一
中村町 牧　野　和　枝
荒子町 福　田　三智代
木本領家 廣　瀬　和　代
森山 山　岸　幸　子
西山 印　牧　みさ子
平沢 古　谷　春　美
今井 前　川　たつ子
佐開 妙　願　美由紀
上五条方 山　口　眞由美
下五条方 嶋　田　悦　子
野中 村　上　広　子
稲郷 松　森　道　代
上据 下　河　知登美
東山 明　石　伸　子
御給 山　内　初　子
友兼 金　森　朗　子
開発 長　田　満　代
森政領家 真　田　弥　重
医王寺 廣　田　ことえ
森政地頭 森　永　登美世
下郷 森　永　春　美
北御門 山　田　清　美
猪島 伊　東　ゆう子
中据 安　川　こづ江
下据 宝　珍　敦　子
吉 澤　田　和　美
東中 木　下　貞　枝
西据 澤　田　智　美
榎 中　村　扶　江

本町１下区 勝　森　憲　子
本町２上区 角　谷　幸　雄
本町２下区 乾　　　千　鶴
本町３上区 南　部　眞由美
本町３下区 楠　　　幸　子
本町４区 印　牧　智　子
本町５区 景　安　雅　美
元町１区 久　保　浩　恵
元町２区 尾　山　晃　子
元町３区 嶋　田　きくみ
元町４区 浦　井　綱　子
元町５区 山　田　政　子
元町６区 中　道　恭　子
大和町１区 坂　口　喜佐枝
大和町２区 山　田　和　弘
大和町３区 山　崎　美恵子
錦町１区 吉　田　いつ子
錦町２区 養　老　百合子
錦町３区 大　門　英　子
要町 福　田　照　實

下　庄　地　区
上中野 金　川　　辰美
上中野 髙　畑　一　夫
城北町 大　谷　光　子
下中野 石　本　幸　彦
東中野 山　田　優　子
新町 山　本　則　子
西市 北　脇　章　雄
矢 山　腰　　　勇
庄林 辻　田　政　治
北大野 松　田　昌　子
太田 石　田　礼　子
大矢戸 斉　藤　義　治
小矢戸 脇　本　玲　子
西大月 竹　内　喜代子
東大月 佐々木　てるみ
中津川 中　川　八重子
南新在家 西　田　與司男
横枕 近　岡　喜代子
若里 髙　畑　一　満
堂本 田　中　俊　美
友江 齊　藤　すず子
中挾１丁目 内　山　香奈枝
中挾２丁目 岸　野　清　子
中挾３丁目 木　下　淳　子
中保 前　田　ユミ子
菖蒲池 大　橋　てるみ
中荒井町一丁目 長谷川　久美子
中荒井町二丁目 葭　安　辰　夫
陽明町一丁目１区 河　口　節　子
陽明町一丁目２区 天　谷　眞知子
陽明町二丁目 橋　本　信　子
陽明町三丁目 猪　島　文　子
陽明町四丁目 幾　山　いくえ

乾　側　地　区
大門 牧　野　めぐみ



（８）第214号令和２年（2020年）６月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

◆
社
会
福
祉
事
業
寄
附
金
◆

【
３
月
30
日
～
５
月
15
日
受
付
分
】

嶋
田　

松
雄

　
　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

酒
田
う
め
の

　
　
　
　

切
手
合
計
１
４
４
枚

　
　
　
　
　
　

７
，
７
０
３
円

匿
名　
　
　
　

９
，
０
０
０
円

匿
名　
　
　

３
０
，
０
０
０
円

匿
名　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

◆
物
品
寄
付
◆

匿
名　

シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
１
台

　
　
　

尿
取
り
パ
ッ
ト　

16
袋

◆
古
切
手
・
リ
ン
グ
プ
ル
◆

【
３
月
２
日
～
４
月
30
日
受
付
分
】

山
崎　

與
作

大
野
市
消
防
署

田
中　

五
一

ハ
ニ
ー
新
鮮
館
大
野
イ
ン
タ
ー

清
水
仏
壇
店

日
刊
県
民
福
井
大
野
販
売
所

加
藤　

一
義

前
田
電
気
株
式
会
社

花
房　

文
子

宮
下　

多
津
子

土
本　

正

石
倉　

静
江

小
山　

佳
代
子

前
田　

利
尚

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み

小
林　

裕
子

柿
本　

絵
里
香

加
藤　

比
呂
子

酒
井　

貴
代

内
田　

久
世

中
村　

重
夫

榎
地
区

春
日
野
サ
ロ
ン
と
ね
き
沢

稲
田　

富
美
子

銭
井　

駒
代

し
ょ
う
ま
＆
み
な
と

松
田　

つ
や
子

稲
山
織
物
㈱

小
池　

み
さ
子

山
下　

晃
澄

山
本　

幸
子

中
津
川
エ
プ
ロ
ン
の
会

高
村　

は
つ
え

歸
山　

夏
實

シ
ル
バ
ー
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
六
角

芳
扇
会

元
町
六
区

商
工
観
光
振
興
課

建
設
整
備
課

芦
原
楽
器

傳
坂　

美
幸

乾　

匡

中
川　

加
壽
子

ハ
ピ
ネ
ス

あ
っ
た
か
ホ
ー
ム
さ
く
ら

㈲
ミ
ヤ
ツ
カ

松
山　

恵
子

田
中　

文
子

佐
々
木　

滋
夫

横
町　

純

蒲
田　

桂
子

㈲
真
栄
ガ
ラ
ス

開
発
長
生
会

島
田　

正
和

小
矢
戸
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

広
田　

英
子

田
中　

み
ち
子

高
田　

澄
子

熊
谷　

千
代
子

大
野　

明
美

林　

照
久

林　

幹
介

廣
瀬　

美
智
子

米
村　

和
由

天
満
サ
ロ
ン

高
砂
一
区

林　

桜
菜

東
中
野
区

高
橋　

照
二

高
尾　

高
義

春
日
一
丁
目
上
区
つ
く
し
サ
ロ
ン

東
大
月
自
治
会

本
多　

道
代

㈱
フ
ク
イ
ヤ

斉
藤

尚
徳
中
学
校

市
民
生
活
課

広
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
山
愛
育
会

中
矢　

順
子

ア
ス
ピ
カ
ホ
ー
ル
大
野

中
村　

麗
子

山
川　

英
子

中
保
屋
電
気
商
会

山
下　

真
理
子

理
容
ナ
カ
モ
リ

松
田　

和
香
那

大
石　

芙
美
子

羽
生　

か
お
り

石
本　

美
奈
子

佐
々
木　

サ
ヤ
子

小
池　

博
子

広
瀬
病
院

皆
藤　

し
ず
え

宗
信　

や
ゑ
子

寺
尾　

勤

寺
尾
電
工

春
日
一
丁
目
上
区

牧
野　

華
苗

北
野　

廣
美

島
田　

好
子

山
村　

美
智
子

林　

裕
子

ほ
ほ
え
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
く
ら

清
水　

八
重
子

野
村　

京
子

亀
山
湯

吉
田　

生
子

京
福
バ
ス
大
野
営
業
所

東　

政
江

伊
藤　

義
幸

美
里
町
長
生
会

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
麻
那
の
会

伊
織
建
築
㈲　

伊
織　

輝
治

ビ
ュ
ー
ト
（
理
・
美
容
）

髙
畑　

勝
子

山
川　

し
げ
子

乾　

祥
泰

　

匿
名　

三
名

次
回
発
行（
第
２
１
５
号
）は
９
月

１
日
の
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
は
、

令
和
元
年
度
で
１
６
３
９
．
３

キ
ロ
グ
ラ
ム
／
７
０
４
，
８
９

９
個
に
な
り
ま
し
た
。
集
め
ら

れ
た
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
は
、
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
を
通
じ
て

再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
と
し

て
換
金
さ
れ
、
医
療
支
援
や
障

が
い
者
支
援
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
環
境
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
貢
献
活
動
に
使
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
リ
ン
グ
プ
ル
は
、
令

和
元
年
度
で
３
９
０
キ
ロ
グ
ラ

ム
／
２
８
，
２
０
０
円
に
な
り

ま
し
た
。
リ
ン
グ
プ
ル
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
メ
ー
カ
ー
に
売
却
し
、

売
却
益
を
地
域
福
祉
推
進
活
動

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

古
切
手
は
令
和
元
年
度
で
２

１
７
件
あ
り
、
誕
生
日
あ
り
が

と
う
運
動
本
部
を
通
じ
て
バ
ザ

ー
で
売
ら
れ
、
障
が
い
者
の
啓

発
活
動
等
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

や
さ
し
く
あ
た
た
か
い
あ
な
た
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
・
リ
ン
グ
プ
ル
・
古
切
手
の
回
収
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。


